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ᄠకᅇ॔ೄ့の人権

ŷƟたにƤbƟにƁƜƂǀƀƟ

Ĩ 学ඉ 

  中学生 

ĩ ƢƾŹ 

  ཛፕのᘮܹ者はどのようなことにっていて、どのような気持ちでいるのƔについて考えることをと

おして、自分のᚕ動をみつめ、自分にできることを考える。 

Ī മᅏƎǀƷの 

 Źワークシート 

 Ź資料（ਫ਼示ဇ資料としてਘ大する） 

ī श๊ 

このワークでは、「ཛፕのᘮܹにᢙう」とはどういうことなのƔ、そして、ཛፕᘮܹ者にݣしてどの

ような態度でしたり、ᚕᓶをƔけたりすればよいのƔを考えます。 

ӷじᚕᓶであっても、相や状況によって受け止め方がᢌうこと、ཛፕのᘮܹとはそのことがឪきた

Ʃけでኳわるわけではないことに気づくようにするとともに、「自分にはどんなことができるƔ」と

いうことを考えられるように展開し、自分のᚕ動をᙸつめ直すことや、まわりの人の人権を大切にする

こととつなƛられるようにします。 

Ĭ ුƶሑ�्፯� �� ᇀ 

ಐ 学のጺǁ�ঊ၌fၾዴ� ጽಈஶ ಃፍƟƞ 

導λ 

�0分 

Ŧ学習の確認（Წ分） 

・ಅの්れやသ意ໜのᛟ明をᎥく。 

ŦǢǤǹȖȬーǭȳǰ（Ჲ分） 

「そうᚕってくれて、Ψ気がЈた

よᲛ」 

ĬӐƩちや保護者ƔらƔけられたᚕᓶ

でΨ気がЈたことをेឪする。 

ĭǰȫーȗでဪにᛅす。 

Į全体に発ᘙし、共ஊする。 

・加ܹ者もԃめて生徒やܼଈに࢘

ʙ者がいるӧᏡ性があることを

ƾまえて、十分にᣐॾをしたう

えでಅを展開する。 

・ಅの්れをቇҥにᛟ明する。 

・2�Ƃ学習のኖளƃをˡえる。 

・４人ᆉ度のǰȫーȗで行う。 

・Јてきたᚕᓶについては、᱅ெ

にெして、സしておく。 

�� 

・ᚕᓶは相をѕましたり、շばせたりすることができる。
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展開 

3Ჯ分 

ŦǢクȆǣȓȆǣ（3Ჯ分） 

ĬƂʙ̊（ЭҞ）ƃをᛠみ、#さんや

さんのܼଈ、さんの気持ちについ

て 考 え 、 ワ ー ク シ ー ト （ Ძ ） ᳸

（３）にく。 

ĭ全体で共ஊする。 

  

ĮƂʙ̊（ࢸҞ）ƃをᛠみ、このέ、#

さんにどのようなբ᫆がឪこるのƔ

考え、資料Ძを参考にワークシート

（４）をく。 

į「Ӑ人なら、#さんにݣして、˴がで

きると࣬いますƔ。」「クȩǹȡー

トなら、#さんにݣして、˴ができる

と࣬いますƔ。」について考え、

（Ჯ）、（Ჰ）にく。 

İǰȫーȗでᛅし合い、考えを共ஊす

る。 

ı全体で共ஊする。 

Ĳ資料３の᳸ᘮܹ࢘ʙ者のᚕᓶƔら᳸

のᛟ明をᎥき、どのようなᚕᓶや行

動が望ましいのƔ考える。 

・ワークシートをᣐ˄する。 

・Јた意ᙸをԁ定せƣ、受け止め

るよう促す。 

・資料Ძ᳸３をᣐ˄する。 

・Ƃʙ̊（ࢸҞ）ƃと資料Ძを参

考にʚ次ᘮܹ（è）についてᛟ

明し、考えるためのƩてとす

る。 

・クȩǹの中には、#さんとあま

りᚃしくない生徒がいることも

े定して、その場合は、どんな

ことができるƔを考えるよう促

す。

・資料３をᛟ明する。 

・ワークシート 

・資料Ძ 

è資料上の「ʚ

次的ᘮܹ」と

ӷ意 

・資料３ 

まとめ 

Ჯ分 

Ŧまとめ（�分） 

・まとめのᛅをᎥく。 

・ಅをとおして感じたことをく。 

・ѕますᚕᓶであっても、相の

立場に立って考えることの大切

さについて考えさせる。 

・必要に応じて、相ᛩᆸӝなどの

ೞ関をኰʼする。 

・資料Წ 

Ჶ参考資料などᲸ 

 「人権学習ワークシート集ô Ყ人権教育実践ʙ̊・指導のࡽき（᭗校ዻ 第��集）Ü」 

 神ډ߷Ⴤ教育ۀ員会（令和４年３月） 

 「ʚ次的ᘮܹについて」 大分Ⴤ Ⴤൟ生活・ဏڡ共ӷ参画ᛢ 

「ƀཛፕᘮܹƁについてともに考えるためのࡽき」ޛޢჄჄൟ生活部くらしܤ全ܤ心ᛢ（令和Წ年 2 月） 

・相の気持ちに݃りชい、支ੲやᣐॾをするۋѬが大切である。

・ཛፕᘮܹ者にݣしてƩけではなく、୍段の生活でも、自分の˴気ないᚕ動がまわりの

人をͻつけていることはないのƔ、考えることも大切である。

49



�� 

ワークシート 

（   ）年（   ）組（   ）ဪ ӸЭ                

�ಈ፯�ᄖ��

  

（Ძ）さんは、どのような気持ちになると࣬いますƔ。 

（Წ）さんのܼଈは、どのような気持ちになると࣬いますƔ。 

（３）さんは、どのような気持ちになると࣬いますƔ。 

あなたには、なにができるƔな 

中学３年生のさんは、中学校のȆȋǹ部にޓし、ӷ級生のさんとȀȖȫǹを組んでい

ました。さんのܼଈもとても༏心で、ǵȝートやᚾ合の応ੲをଐ᪭Ɣら行っていました。

Წᡵ間ࢸには中学校இࢸの大会がえていて、さん自៲はもちǖんのこと、ܼଈもとても

ಏしみにしていました。 

 あるଐの部活動Ɣらの࠙りᢊ、さんはʩ通ʙにあってしまいました。さんとᚑし

たのᢃ᠃はᣒᢃ᠃をしていて、ȏȳȉȫદ作をᛚってഩᢊにはみЈしてしまったので

した。さんは、全ᲬƔ月のᏹのけがをってしまいました。そして、ಏしみにしていた

Ȇȋǹの大会には、さんとともにЈ場できなくなってしまったのです。 
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�ಈ፯�ଢ଼ᄖ��

（４）さんが、下ዴ部のようになったのは、なƥƩと࣬いますƔ。 

（Ჯ）あなたがさんのӐ人であれば、さんにݣして、˴ができると࣬いますƔ。 

（Ჰ）あなたがさんのクȩǹȡートであれば、さんにݣして、˴ができると࣬いますƔ。 

（Ჱ）ʻׅの学習を通して、学んƩことや考えたことをきましǐう。 

さんは、ʙにあった直ࢸはᓳちᡂみましたが、受᬴Ѡࢍを᪴ࢌǖうと気持ちを切りஆえ

ました。そして、さんとӷじ᭗校に進んでȆȋǹをዓけたいと࣬えるようになりました。 

そうしたჵέ、あるȞǹǳȟが、ᣒᢃ᠃によるɧ幸なʙとして、ኡ面で取り上ƛまし

た。それˌஹ、ʙについてのᐻԛ本ˮのପが、Ǥȳǿーȍȃトやを通じてਘ

し、またたく間に࠼がりました。さんは、ƩんƩんと学校を˞みがちになり、さんとも

気まƣくなってしまい、目標をᙸڂってしまいました。 
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資料Ძ 

資料Წ 

ʚ次的ᘮܹについて

ʚ次的ᘮܹとは、ཛፕ等による直的なᘮܹを受けたࢸに、ԗの理解や心ないᚕ動、Ǥȳǿ

ーȍȃトを通じて行われるᛣᜏ中ͻ、إᢊೞ関によるᢅйな取等により、ཛፕᘮܹ者が受ける精

神的なᒊၘ、៲体のɧᛦ、ᅶ生活の平ᆤの̛ܹ、経ฎ的なڂ等のᘮܹをいいます。 

具体的にはä 

Ӑ人・知人のᚕ動、ᡈᨩのうわさや中ͻ

Ź「᪴ࢌれ」、「ଔくࣔれなさい」等という、 

心ऴにᣐॾしないᚕᓶੑけや態度 

ŹԻれみのᙻዴや、ᢒࠇきにする態度 

Źいわれなき͞ᙸ・中ͻやᐻԛ本ˮのᛅしƔけ 

ŹǤȳǿーȍȃト等によるᝧ˓なうわさの්ࠋ 

ᣐॾにഎける職場環境・͞ᙸによる解ᨽ等

Źᘮܹ者心ऴへの理解ɧ足やˁʙ上でのᣐॾɧ足 

Ź受ᚮやᘶЙͯᎮ等で˞むことができない 

Ź͞ᙸによる解ᨽ等 

ȡȇǣǢのᢅйな取等

Ź心ऴを考ॾしないࡽࢍな取 

Źʙ実とီなる内容があるإᢊ 

ŹȗȩǤȐシーを̛ܹする内容等があるإᢊ 

ᅶたちもʚ次的ᘮܹの 

ƀ加ܹ者Ɓにä 

「いつまでආんでるの」「ってࢌ᪴」

「ɭの中にはもっとつらい人もいるよ」

といったᚕᓶは、ѕましているつもりで

もᡞにਃになることもあります。 

またൟʙᘶЙでᚫえることについて

も、「おが目的なのᲹ」と͞ᙸを持つ

人もいるので、ʙˑ・ʙについて、い

ǖいǖᎥくことも、ᘮܹ者等をͻつけて

しまうӧᏡ性があります。ͻつけるつも

りはくても、ᅶたちもƀ加ܹ者Ɓにな

りࢽるのです。 

 ࡞ ࡀ ࢃ ≢ ⨥ ⿕ ᐖ ⪅ 
 ࣥࣙࢩーࢸスࢺー࣏ࢧ

������������ 
᭶㹼ᅵ᭙᪥ ����㹼����� 

（⚃ఇ᪥ࠊᖺᮎᖺጞࢃࡀ࡞ࠊ┴Ẹࢱࣥࢭーのఇ㤋᪥ࢆ㝖ࡃ）

ͤ㟁ヰᩱ㔠ࠋࡍࡲࡾࡣ

㟁ヰ┦ㄯ（↓ᩱ）

参考Ჴ「ʚ次的ᘮܹについて」 大分Ⴤ Ⴤൟ生活・ဏڡ共ӷ参画ᛢ作成 
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資料３ 

᳸ᘮܹ࢘ʙ者のᚕᓶƔら᳸ 

Źᘮܹ直ࢸのฆʏしたに、ᡈの人がそっと水やኋをࠀしλれてくれました。ᆰᐃ感

すらࣔれていたƩけに、ありがたƔった。 

Źܔな間に、˴をᛖるでもなく、さりƛなく一ደにᢅƝしてくれたり、自分の感ऴや࣬

いをしつけるのではなく、ᅶたちの࣬いやᛅをԁ定せƣጮりᡉしᎥいてくれたことがあ

りがたƔった。 

Ź٣ƔけのȞȋȥǢȫはないと࣬います。自分がӷじ立場になったときはどうƔとे力を

はたらƔせ、ӷऴやԻれみではなく、一人の「ひと」として尊重してくれているƔどうƔ

Ʃと࣬います。ᘮܹにᢙうまでは、自分の足で立っていたし、これƔらもそうしたいで

す。たƩ、そのための支えは必要なのです。 

Ź一人では気が重たいとき、ࢫࠊやᘶЙに˄きชって一ደに行ってくれたことはありが

たƔった。 

Ź࣬いᡂみでѕましたり、しつけたりするのではなく、「一人でৼえこまないで」、「˴

が必要ですƔ」、「˴ƔˡえることはありますƔ」、とᅶたちのȚーǹを大切にしてく

れ、意࣬確認をしてくれたことはありがたƔった。 

Źᜩݑや教育ۀ員会に˄きชってくれて、ᚕᓶにできない࣬いをきちんとˊࡰしてくれたこ

とに感ᜓします。 

Źʧくなった܇どものӐƩちが、ときどきஹてくれます。˴もᛖるでもないけれど、ƣっと

ࣔれないでいてくれることが、とても支えになっています。 

 より「きࡽƀཛፕᘮܹƁについてともに考えるための」心ᛢ作成ܤ全ܤჄჄൟ生活部くらしޛޢ」
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